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最近B 多くの人命を失う高周建築物の火災が世界?を

地で発生しており，濃煙と熱気の充満する建築物の上

緩階等から滋難ずることの邸機性が強〈認識されてお

り，消防行動上からも濃煙，熱気に対する有効な対策

究紛が急務とされている。

そこで，これらの院議を解明するために消防科学化

推進委員会を設け，高層建築物を利用した火災実験を

行ない，建織物の地上階の誤認ね部な種々に開訴すとら乙 る。

により煙や熱気の流動はいかに変化するか令観測

し，詳細な測定記録を検討して高層建築物火災におけ

る避鐙及び紡ぎよ対策の資料とすること会目的と

て，送気排煙実験を実施した。

実験日時

昭和47年11 月 13 日 ~16 日

午前 9時00分~午後4時00分

2 実験場所

東京都渋谷区幡ケ谷一丁目13番20号

東京消務庁j商務訓練塔

写真 L 第 1図参照

3 実験建築物規模等

耐火建築物地下 1階地上11階，建築面積288.75m'， 

延函襲撃1.454m'。地下機73. • 2機各部品.75m'，

3・4階4H70.50m'， 思~1l階各出rrro

第 2図参照

4 実験形態

高層建築物の火災時における状況を正確に把屋，測

定するためあ第一実験〈基磯)，ぢニ実験〈燃焼〉応分

- 機一研書記室
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温度，風速，煙濃度及び圧力の測定箇所は第3図火

災箆及蒸気状況は議2械のとおりて?ある。

( 1 ) 第一実験

無燃焼，無煙時における実験(各測定時分3分間〉。

写潔 2は実験ψの波及民写真3は火災室出入口風

速測定状況，写真4は各階の圧力測定状況を示してい

くな) 務ニ実験

燃焼.発煙時における実験(各測定時分10分間〉。

写蒸5は実験中の法成状況，学蕊6は火災室aの準備中

の状況を示してい

験 の 方 法

潟層幾築物品階会火災家とい第一実験では 1階

扉 4階・ 11階窓を開閉し自然風時の気体の流動状

況，及び 1階からLOOOrri /miれの風を送った場合の変

化状況を測定した。宗務二袋験では 4階火災窓において

アルコール20.e又は35fを1.5 m'~3. 5m'のバットに入

れ;燃焼し同時に発燃筒(分照 6裁に点火し発煙さ

せg 煙に浮力を与え，第一実験と同様な方法で実施し

た。具体的な方法は表 1，表 2のとおりである。

6 実 験 状 況

(1) 第一実験

の熊験は然燃r意思告無慾時におけるもの勺第二実験

の測定記録検討上の参考資料とするために行なったも

のでおる。これは訓練塔内の無燃焼，無煙時の気流並

びに気犯の状況を畿定把撫したものであゥて，勝等の

関口条件によって変化する屋内の基礎的な気流の状況

な議わしてレる。

( ) 

この実験は訓練塔4階を火災室とし視認観測と計

( 73 ) 
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織を開くことにより，マに階段窯にたまっていた嬬 c (2) 火災によち発生する有毒ガと熱気流の流動との

を有効に屋外へ排燃する:=とができる。なお i踏の!ぷ 綴友:関銃tこっし、ては経験により究籾する必要があ

等は送風能率を高めるためにできるだけ密閉しておく る。

とが必要勺ある (3) 本提3誌を索泌するためには，高層縫築物の窓宏容

送気できないときは，火災室及び 1階の扉や惣を開 易fこ開放する方法を早魚に解次するととが必要であ

くことが排煙上有効な方法である。ただし，この場合 る。

は呼吸保護添え立しマ屋内からの遊燃や警防行動ができ (4) 送気した機会，排煙効織を依下させないためじ送

る程度には，至らなし、。 風口周囲を密閉する手段を講じる必要がある。

9 今後における問題点

( 1) 今回の実験は写真 1.第 l図のような建築物であ

り，ペンシルピル類似の建物火災iこ通期されるも

でふるため学今後この実験にょっ求められた絞料た

用いて広く応用できる理論式を求め.一般的な構造

規模をも合建総}火災?にも議応でさる基織を築く必撃を

がある。

写真 1 (実験建物〉

(5) 送風説を製作する場合は，圧力タイプよりも風量

( 75 ) 

イプの方が望ましい。

以上が消防訓練搭において実験した測定記録等から

検討したものであるが，己の実験を通じて気象状況

広大きく左ぶされることが確認されp それらの糸件

を解決するためにも実験する建築物の形状を変え理

論的に災験を今後数ねる必要があると思料される。

第 1図 (実験建物〉
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